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国立大学法人 長岡技術科学大学 

平成２６年度第１回(第６１回) 経営協議会議事要旨 

 

 

日 時  平成２６年４月２５日（金）14時30分～16時30分 

場 所  長岡技術科学大学マルチメディアシステムセンター 

出席者  新原議長、縣委員、大貝委員、岡田委員、岸委員、五味委員、椙岡委員、山﨑委員、

武藤委員、東委員、菅野委員、三上委員、中出委員、斎藤委員（議事の表決の委任に

よる出席者：池田委員、小畑委員、合田委員、森委員） 

陪席者  齋藤監事、滝上監事、伊藤附属図書館長、高橋長岡市理事（商工部長）兼エネルギー

政策監 

事務局  総務部長、企画･広報室長、総務課長、財務課長、財務課副課長、総務課課長補佐、財

務課課長補佐、企画・広報室経営企画係長、財務課主計係長、総務課総務係長、総務

課総務係員 

 

 

議事に先立ち、議長から各委員等の紹介があり、新任委員である大貝委員、岸委員、五味委員、

菅野委員、齋藤監事から挨拶があった。 

続いて、議長より第５９回議事要旨(案)及び第６０回議事要旨(案)について説明があり、案の

とおり承認した。 

 

 

審議事項 

１．学長選考会議構成員の選出について 

 新原議長より、学長選考会議規則に基づき、資料１のとおり経営協議会から４名を選出願いた

い旨説明があり、大貝委員、岡田委員、岸委員、山﨑委員を選出した。 

 

２．目的積立金で実施する事業について 

 菅野委員より、資料２に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

主な質疑は以下のとおり 

○目的積立金とは、もともとどういった内容の積立金か。 

●平成 22事業年度、平成 23事業年度、平成 24事業年度における毎年の決算において生じた利益

について、本学の教育・研究の充実のための事業に充てることを目的とした積立金である。 

 

３．その他 

 

主な質疑は以下のとおり 

○捏造、改ざん、盗用等の研究不正問題が起きた際、組織全体としての責任を問われることにな

ってくるが大学として対策をとっているか。 

●研究者倫理ガイドブックを作成し各教員への配布や研究者倫理講習会の実施を考えている。 

また、学生を対象にした研究者倫理に関する授業科目を開講し、研究不正に関する知識を身に

つけさせるということも考えている。 
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報告事項 

１．資金運用実績について 

  菅野委員より、資料３に基づき、報告があった。 

 

２．平成２６年度経営協議会開催日程について 

  学長より、資料４に基づき、報告があった。 

 

 

以 上 


